






前二年度は急性の運動負荷試験を行い腎に対する影響を観察した。本年度は IgA腎症患児

の 1日消費エネルギー量と尿中各種物質の排泄量を比較検討した。その結果,総蛋白と BMG

の 1 日尿中排泄量は組織障害が強い群で有意に高値を示したが,これらの変化は急性の運

動負荷試験,特に treadmill を用いた強い運動負荷と比較した場合,組織障害の程度との相

関は低く,IgA 腎症の病態把握には急性の強い運動負荷試験の方が有効であると考えられ

た。 


